
　県営あづま球場では、東京2020オリンピック競技大会の開催式に先がけて、2020年

7月22・23日にソフトボール競技が行われます。また、7月29日には野球競技１試合が

行われます。



　県営あづま球場の内野は黒土、外野は天然芝で覆われていましたが、雨が降ってもすぐ乾

いて試合ができるよう、グラウンドの全面を人工芝に改修する工事が行われました。敷設さ

れた人工芝は大手スポーツメーカーが開発したもので、西武ライオンズのメットライフドー

ムなどプロ野球の各球団本拠地でも採用されています。天然芝のグラウンドに比べ排水性、

クッション性の向上が期待され金属スパイクを履いての利用も可能です。

①工事着手前の様子


